
(1) 研究計画 

 平成 24～25 年度の２か年間『たくましいかごしまっ子』の育成を目指し，研究を進めた。

１年目：体つくり運動を中心にして ２年目：気付き・考え・活動する体育科授業
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・運動の特性を理解し学び合う姿

・固定施設等で運動する姿

・運動好きな子どもの姿

・親子で体力つくりに取り組む姿

・シンキングタイムで伸びる姿

・チャレンジかごしまに挑戦する姿

・三船の森コースで体力を高める姿

・家庭や地域で運動に取り組む姿

(2) 研究の仮説と視点 

    「気づき，考え，活動する体育学習」をイメージして研究主題に迫っていくことにした。

研究の仮説と研究の視点

仮説１ 学習過程の工夫 

・２年間を通した指導計画の策定 ・運動の特性を生かした授業

・指導と評価の一体化      ・気づき，考え，活動する学習過程の工夫

仮説２ 運動機会の確保

・体力テストカルテの活用    ・チャレンジタイムの充実

・クラスタイム（朝活動）の充実 ・朝のスポーツタイムの活用

仮説３ 家庭や地域との連携

・親子でできる運動の紹介    ・『貯筋がんばりカード』の活用

・学校保健委員会との連携    ・校区体育振興会との連携

 (3) 研究の全体構想 

教えて考えさせる指導の充実を目指した全体構想を考えた。

 (4) 研究の主な内容 

   ア 学習過程の工夫２年間を通した指導計画の策定

授業を展開する中で，６年より５年がレベルの高い学習をしたり，前学年で学習した内容と

変わらなかったりするなどの反省から，学年間での指導内容のばらつきを防ぐために，各単元

において２年間の学習内容が分かる指導計画を工夫し作成した。

イ 体力テストカルテの活用した運動機会の確保

児童は「体力ナビ」を活用し，自己の体力を客観的にとらえ，６年間の体力テストの結果を

１ 実施内容（計画，活動，対象，主な内容等）
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自ら工夫し，運動の喜びを味わい，運動能力を高め

る指導の工夫はどうあればよいか。

～気づき・考え・活動する体育科授業を中心にして～
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記録し，体力の伸びやバランスのとれた体力つくりの指標としている。職員は，結果を経年変

化やＴスコアにして，チャレンジタイム等で高めたい具体的な体力を取り上げ，一年間の体力

つくりの計画を立てている。

ウ 家庭や地域との連携（親子でできる運動の紹介）

｢親子でできる運動の紹介｣小冊子を作成し，家庭へ配布した。一家庭一運動として，年間

を通して取り組むよう啓発している。

(1) 職員研修の有効活用 

   ア 積極的な講師招聘による研究の深化

県総合体育センター等の指導により，最新の教育情報や研究の方向性を確認しながら，研究

を深めていくことができた。

   イ 運動のコツを体得させる指導の在り方を視点にした模擬授業の実施

教師自らが運動のコツを体感する実技を通して，指導方法のポイントを具体的にイメージす

ることができた。

 (2) 運動の生活化を目指した啓発の工夫 

ア 学校保健委員会において，実技を取り入れた活動を行った。

イ 家庭でできる運動を紹介するための冊子を作成した。

ウ 地域のスポーツ大会等への子どもの参加を促進するためのパンフレットを作成した。

(1) 児童の姿の変容 

ア 体育学習における変容

チャレンジタイム等で運動量を確保することができ，子どもたちは，運動する喜びや達成感

を味わいながら活動するようになった。

イ 教科外体育における変容

  固定施設を使った遊びが多くなり，外遊びや運動する子どもが増えた。

ウ 家庭や地域での変容

  親子運動に取り組む家庭が増え，子どもと歩いて登校する保護者が見られるようになった。

(2) 運動習慣，体力テスト等結果の変容 

 ア 朝スポや昼休みの変容

   一校一運動のなわとびやチャレンジかごしまに積極的に取り組むようになった。

イ 体力テスト結果に見る変容

２ 実施上で工夫したこと

３ 主な成果



【チャレンジタイム（授業始め）】 【チャレンジかごしまの取組】

【日曜参観（親子ＣＭ体操）】

【子どもの声：４年 女児】

【体力テスト結果の推移（網掛けは県平均を上回る）】

わずか 5 分間であるが，積み重ねは大きな

運動量になる。いくつかのパターンを作成中

子ども以上に，保護者が自分の健康保持の

ために動いていました。広がりを期待！

チャレンジかごしまに取り組んで 
 チャレンジかごしまのなわとびをしまし
た。わたしは，最初は，長なわでこけてば
かりで，５・６回しかとべませんでした。
でも，友達に手伝ってもらいながら練習を
続けたらだんだん上手になってきました。
そして，次のチャレンジのとき，みんなと
力を合わせて 36 回もとべました。わたし
は，こんなにとべたのは，みんなのおかげ
だと思いました。とってもうれしかったで
す。なわとびが楽しみになりました。

全
学
年
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
を
デ
ー
タ
化
し
て

い
る
。
自
分
な
り
の
目
標
を
数
値
と
し
て
立
て
や

す
く
な
っ
た
。
左
は
現
五
年
生
の
推
移
で
あ
る
。

四
年
生
に
よ
る
，

レ
ッ
ツ
短
な
わ
と
び

４ 実践の様子

長縄エイトマンに挑戦中


